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自己紹介
• 京都大学人と社会の未来研究院教授
• 専門：文化心理学・社会心理学

• テーマ：対人関係と幸福感、認知と感情にお
ける比較文化研究

• 国際比較（主に北米、欧州）
• 国内での企業との共同
• 地域比較
• 社会連携（2010-2013：内閣府幸福度に関す
る委員会; 2021-文部科学省中央教育審議会な
ど）

• JST未来社会創造事業(2021-2024)採択課題
「個人の最適化を支える「場の状態」：
個と場の共創的Well-Beingへ」
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自己紹介
• 京都大学、教育学研究科 准教授
• 専門：比較教育・教育社会学・教育思想

• テーマ：グローバルな視点での日本教育、
日本の教育観の国際化・国際発信

• 東京大学 (2007-2011, 苅谷剛彦教授との共同研究)
• 国際比較（主に北米、東アジア）
• 教育実践の思想・文化・価値的基盤

• グローバル時代の日本の教育につい本6冊出版

• 2015-2023にOECD/PISAに関連する学振助成金複数
• 2013-2020  世界銀行・ユネスコなどのアドバイザ
• 2021-2022年スタンフォード大学客員研究員
（文化心理学者との共同研究）
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ウェルビーイングとは何か：
今なぜウェルビーイングが必要なのか？

• Well-being: 新しい「ものさし」・コンセプト
経済だけではなく「こころ」の充足、生活への評価・感情・価
値、健康まで含めてとらえる

• 自分の生きる道だけではなく、家族や友人、自分の
住む街・国が、どのようにすれば「良い状態」でい
られるのかについて考えること

• 「幸せ」とウェルビーイングの違い：
• happiness = より短期的で個人的な状況評価・感情状態
• Well-being =より包括的で、個人のみならず個人をとりま
く「場」が持続的によい状態であること

ウェルビーイングとは何か



• 今が楽しい
（個人・現在）

• これからの将来に希望を持てる
（個人・将来展望）

• クラスや地域の人の幸せを願う
（社会・共生）

• この町・学校・世界を良くしていきたい
（利他性・公共・持続）

ウェルビーイングの
深化

ウェルビーイングの深化
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1. 意味の問題（よくある誤解）：生きがい・人生の
意義（ユーダイモニア）＞快楽（ヘドニア）

2. 意味は国や地域の文化により異なる
→それぞれの国・集団・地域での文化的価値につながる
「ウェルビーイング」のあり方を考える必要がある
→世界ランキングではなく、学校や教育現場の状況を知る
ことを重視することが大切

3. 多様なウェルビーイングの求め方を認める

ウェルビーイングを考える際の注意点



北米的幸福
• 個人の自由と選択
• 自己価値の実現と自尊心
• 競争の中でもまれる
• それらが翻って社会を豊かに
するという信念

獲得的幸福観

日本的幸福
• 幸福の「陰と陽」
• 他者とのバランス
• 人並み志向
• まわりまわって自分にも幸
せがやってくるという信念

協調的幸福観

文化と幸福
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協調的幸福
(Hitokoto & Uchida, 2015)

• 自分だけでなく、身近な
まわりの人も楽しい気持
ちでいると思う

• 大切な人を幸せにしてい
ると思う

• 平凡だが安定した日々を
過ごしている
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• 私の人生は、とても
すばらしい状態だ。

• 大体において、私の
人生は理想に近いも
のである。

• これまで私は望んだ
ものは手に入れてき
た。

人生の満足感尺度
(Diener et al., 1985)

協調系幸福 獲得系幸福

全くそう思わない＝１点 とてもそう思う＝５点



9Koyasu et al., 2012
JPN KOR CHN ZAF AUS NZL GBR DEU ESP CAN USA MEX BRZ

Male
Female

日本・韓国は人生満足度尺度の得点が低い

人生の満足感尺度



10Koyasu et al., 2012
JPN KOR CHN ZAF AUS NZL GBR DEU ESP CAN USA MEX BRZ

Male
Female

協調的幸福感尺度を使うと平均値がだいたい同じ

協調的幸福
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OECD’s Shift to Happiness:
2017 Student Well-Being Report

人生満足感尺度のグローバル指標

OECDはLife Satisfaction= 
Well-Being in PISA2015を使用
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人生満足感尺度のグローバル指標

東アジア地域は勉強のス
コアが高くとも精神的
ウェルビーイングが低い
という結果が導き出され
てしまう
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UNICEF / UNESCO 

ユニセフの「メンタルヘルス」指
標は、PISA 2015スコア（=最後から
2番目の日本のスコア）

ランキングに基づくネガティブな
メディア評価
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獲得系幸福協調系幸福へ

2017 2021

ユネスコアジア太平洋地域は、PISA2017の後
に幸福を改善するためのプログラムを開始



「学校で楽しいと感じている」という質問に対する「そう思う」と
「強くそう思う」の合計の割合でみると、国際比較のパターンは異なる

（日本のスコアも十分に高い）
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協調的幸福感が世界でも取り入れられる！
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「協調性」

「独立性」
公平なシステム
多様な生き方を認める
色々な人とつながる
新しい機会を得る
同調圧力からの解放

人と協調する
他者の幸せを考える

日本における二つの自己意識の良いバランスの模索
→日本的well-beingを考える

日本における二つの自己意識



地域内の社会関係資本
（信頼、互酬性の規範、etc）

地域の幸福
（個人の主観的幸福、
協調的幸福感、健康）

地域の一体感
（運命共同体、実体性知覚、etc）

異質・多様性への寛容さ
（開放性、地域外への信頼、etc）

向社会的行動
（地域内外の他者へのサポート、

主体的な発案、地域への貢献行動）

多世代共創
（後継世代への継承・伝統と革新）

JST RISTEX 持続可能な多世代共創社会のデザイン
「地域の幸福の多面的側面の測定と持続可能な多世代共創社会に向けての実践的フィードバック」
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地域の幸福の測定指標



教育を通して得られるWell-being

生徒のWell-being 場（学校）のWell-being
（多様な構成員による理解）
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教育とウェルビーイングの概念整理（試案）
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生徒のウェルビーイングの構成要素（例）
生徒のWell-being

安心・安全な環境

自己実現と自己受容

主観的幸福感
ー現在・将来・周囲
のウェルビーイン

グー

学校生活が楽しい（今の幸せ）
心身が健康である（今の幸せ）
日常生活に不安や心配事がない（今の幸せ）
大切な人を幸せにしたり、楽しませていると思う（自分＋周囲）
自分は将来幸せに暮らしていると思う （将来の幸せ）
食事や睡眠が十分である

自分には良いところがあると思う
自分のことが好きである
勉強が理解できたとき、喜びを感じる
部活動や委員会活動にやる気が出る
得意なことが伸ばせる環境だと思う
苦手なことにチャレンジできる環境だと思う
＃勉強する意味が見出せない

相談できる大人がいる
先生のことが好きだ
家で学校の話をしている
友人関係に満足している
クラスの居心地が良い
学校や地域、社会などで、人の役に立つことをしてみたい

通学路は安全であり、安心して学校に通える
校舎や設備が快適・清潔であり、満足している

多様なつながりと
協働・向社会性



学校のWell-being

安心・安全な環境

自己実現と自己受容

21

学校（教員）のウェルビーイングの構成要素（例）

主観的幸福感
ー現在・将来・周囲
のウェルビーイン

グー

学校の仕事が楽しい（今の幸せ）
心身が健康である（今の幸せ）
日常生活に不安や心配事がない（今の幸せ）
大切な人を幸せにしたり、楽しませていると思う（自分＋周囲）
自分は将来幸せに暮らしていると思う （将来の幸せ）
食事や睡眠が十分である

自分にはいろいろな良いところがあると思う
自分のことを好ましく感じる
教育に意欲を感じる
子供の成長を実感する
指導方法や内容を学ぶ機会が提供されている

相談できる人がいる
職場の居心地が良い
生徒との信頼関係がある
卒業生とのつながりがある
保護者や地域との信頼関係がある

通学路は安全であり、生徒が安心して学校に通える
校舎や設備が快適・清潔であり、生徒が満足できる環境である

多様なつながりと
協働・向社会性



1. 自分たちで活用できてこその指標：外向きのラ
ンキングや評価ではない→自分たちの学校や地
域での「ウェルビーイング」が何かを考える

2. アウトカムだけではなく、それを支える要因
（プロセス）を重視して包括的に検討し、強み
や弱みを分析すること

3. 小学校から大学まで、長いプロセスでの教育と
コミュニティの積み上げと広がり

4. 思い込みを是正し、子供や現場の声（ウェル
ビーイング）をきくこと→学校の現場を良くし
ていくことにつなげる
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計画→測定が目指すこと



自分の
状態

他者の状態

社会の
状態

多様性
開放性

社会的つながり（社会関係資本）
自立と共生を支える仕組み

互いの幸せな状態
「ウェルビーイング」

を循環させる

好循環を支える要因

ウェルビーイングの循環
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問い合わせ先
uchida.yukiko.6m@kyoto-u.ac.jp

ご清聴ありがとうございました
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